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追加資料
八条官智仁親王連歌発句
宗祇肖像
聖護院道晃親王画

(内容)

らやまれぬる
荒木田守武肖像
伝蕪村画一軸
(内容)
撫子や夏野の原のおとしたね
烏丸光広詠和歌二首
六 
O
中院通村書
軸
八条宮智仁親王筆
(内容)
月にみん霞は鐘をしるへかな
素黙(中院通勝)評点
軸
うつしをくはわか影なから世のうさをしらぬおきなそう
色
鐘はおほろ月はかすめるゆふヘ哉
月かすみ鐘おほろなるタ哉かやうにて御座候へき哉但珊古体に存し候月に見ん霞昏鐘の幽ゆへ月を思ひやられ候心尤可然存候乍揮章一回付申上候可願心得候素然
東山清水寺本式連歌発句三章
玄仲・玄陳・玄的筆{ 一 万 一 利 寛 永 頃 ]
軸
(内容)東山清水寺本式連歌義観坊興行
なをたのむ風や月待時の雲あさかほのいつはらてさくまかき哉
於武蔵
香も色もわくにはてなき花野哉
玄 玄玄
的 陳仲
六
四
蕪村写
O
軸星崎よりはしめ
守たけ
六
O
烏丸光弘筆[ λ
和三年]十月一二日付松木如庵宛(内容)
宮様御詠見給候染心腕再三吟翫仕候乍恐奇妙奉存候
士峰
わすれめゃなかめ/¥てふしの雪心にあまる春の曙
佐夜中山のかたはらにたちより茶を所望仕候になかりしかは
旅衣たちより宿に茶か くはのみ もゆかんさゅの中山
昨日預御状候刻罷出不能即報候愚詠可入見参由むさとしたる儀なから如此候為宮様可被成御覧由
六 
O
六
O五  
-77-
弥揮多候無尊隙中却而如何と御見廻不申入由御次頼入存候
卯十二
如庵老
光
広
桂宮家仁親王和歌一首
桂宮家仁親王筆[享保一四年]
軸
(内容)もろこしより象のわたりきぬるを内裏にひきまいるは〉かる事ありてこもりゐたれは楼よりはるかにみやりておほつかなくおほえしま〉おもひっ〉けし
程遠みさしもそれそとさたかにはみさりしきさのすかたをそお ふ家仁
後水尾院傘寿賀詠草
桂宮家仁親王写
(内容)後水尾院さま御七十九の暮の歌
おもひやれ入かことくもあっさゆみ八十ちかっくおひのねさめを
御返し
をんしゃうしさま
引返しいてみまくほしあっさ弓八十ちかっく君かよは
六
六
O O
六七
ひを
御八十の賀
後水尾院さまへ禁中さまより御杖の歌
君か子にけふとる竹の千世のさかこえて嬉しき行末もみん
法皇さま御返歌
つくからに千とせのさかもふみわけて君かこゆへき道るへせん
法皇さま
比春にせめておとろく身ともかなはちおぼしてふ命なかさは
和孫明府懐旧山詩
桂宮家仁親王筆
(内容)
五柳先生本在山
頼山陽七絶書
頼山陽筆一軸
軸
偶然為客落人間
[ 文 政 一  
年七月]
(内容)
鴨河月暗水声長灯以外夜華々
O
柳擁柴門山影長半秋以己夕陽
留客河亭小挙鰐
座久隣楼人語罷
濯痕猶帯菊花香
家亮応水帰来晩
巻
六
八
O
六
九
O
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枚 今日所居最勝如此鮮似世則答其再来共一酔需也
山陽外史裏(頼裏)(子成)
藤原定家和歌
伝蝿川親当筆
(内容)
軸h
梅か番や先うつるらむかけ清き玉島川の花のか 
みに
蜂川親当
阪回目成和歌短冊
一 枚
(内容)
夏待恋たのめつ 
吏ゆ〈夜半の閣の戸は水鶏ならても
おとろかせとよ昌成
h
五十嵐力短冊
一 枚
(内容)

春のあめは糸の如
かた墓の雨は滝のことかた秋は霧

のこと
甲鳥園主人

五十嵐力短冊
六 一ノ、ムノ、ムノ、ム
O
大
仏
殿
寺
拓
本
軸
八
角
灯
龍
火
袋:
音
声
主主
薩
鋭、
子
李紘曇画牡丹図扉風
李叙惇画
千庄書額
道光甲午(一八三四}
四曲一隻
千庄(加藤詳)書
〈内容)
芸洲耽溺(藤誇)
額
南禅寺領備中三成郷文
一 巻(内容)
一、光明天皇宣旨宜旨藤中納言南禅寺住持沙門妙受申請特蒙鴻慈因准先例以寺領備中国三成郷被成下庄号官符専備後代亀鏡永断他方狼口全寺用弥奉祈天長地久御願事副解状仰依請右宣旨早可致下知之状如件 実

六一四六一五占 ハ 一 占 ハ六一七
-79-ー
康永三年八月十九日
右小弁(花押)
大夫史殿二、南禅寺住持妙受願状案
二、一於家門御座寺内別棟別門之所重服之御人〈五旬間
(端裏書)内鍾勝申納言右少弁仏「担午大史小槻宿禰医遠同八
月官一日
依請
南禅寺住持沙門妙受誠憧恐謹一言
請特蒙鴻慈因唯先例以寺領備中国三成郷被成下庄号官符専備後代亀鏡永断他方狼吸全寺周弥奉祈天長地久御願状
副進
一通御寄付院宣案
右当寺者以亀山仙院之皇居革鷲王紺殿之仏閣被口五山
E
最頂之輪言為四海康寧之洪基之条言上事旧詑因蕊去暦三年六月廿五日恭当御代文被下重御寄付勅載之間寺家弥伸徳政 貴逓奉祈安全久 処也然而於当所者被載郷之名字之間後代史務猶可致国街之強望欺 
割国街領被寄
付寺社之時改郷之字被庄号 古今之通規也然早停止院使国使等入部造内裏造宮米以下大少 役吉備津宮等役一円不輸為庄園被成下三成庄号者弥保護朝廷於万歳誓
祈天下於豊稔伯不耐懇款之至誠憧恐謹言

康永一一一年七月日 

吉田兼倶勘弁状・添状
吉田兼倶筆一巻
v
一、自殿中御問題一事畏拝見仕候
得御意候乎兼倶
愚存分際加勘注候
可座条否事
有別字別門者以注連被引隔境堺之条蟻同所被用別境之段古今勿論事
軽服暇中之御人可有家門御同家之事
猶暇中者不可然候但御親眠御中井七歳未満若公達之御乳人 座或文被用落庇候状宥用通規連綿事候
侍従三位兼倶
狩野永伯禁裏院中御絵願書
狩野永伯筆包紙有
(内容)乍恐奉願口上
今度
六一八
宝永五年十一月
巻
禁裏様院中様御殿之御絵被為何付被下候様ニ奉願上候私家筋代々 禁裏 院中様二条御城内之御絵等被為仰付相勤来リ候家筋目 私ニ而御座候然所ニ此度御絵御用不相勤候得は家筋断絶仕候様ニ奉存候何とそ御慈悲之上お以少々ニ而も 用被為何付被下候様奉願上候私儀長々病気ニ而罷有先噴迄不得本快 故此度之願望時節相おくれ候ては弥々以 本意仕合ニ候故略儀 体偉千万ニ奉存候得共祖父永納弟子上岡
(内容)
宜
九 
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半兵衛と申者為私名代乍恐先達而奉願上候然所ニ私頃日病気本腹仕候ニ付只今罷出奉願代々御用相勤来候筋目之義ヲ被為聞召上此度之御用被為仰付被下候様ニ奉願上候尤私若年者ニ候得は家業も可為未練可被思召上と奉存候祖父永納以来之弟子上岡半兵衛向井之者共罷有候前々御用被為仰付候時分毎々付縦罷出御用相勤来リ候弟子共ニ而只今も其者共召つれ罷出無滞相勤候様ニ可仕 兎角筋目之家筋一度断絶所ヲ被思召分御慈悲之上此度之 下候は 
難
有恭可奉存 以上
宝永五年子十一月
狩野縫殿助(永伯)
御奉行様
(包紙)上禁裏様院中様御殿御絵願書
狩野縫殿助
飛鳥井雅親卿消息
h
雅俊宛(日付なし)
(内容)

自九日日交ニ躍をし候て未落候大輔入道下候之間心安
候相構/¥立居起臥にも能に成候事を心ニ御かけ候へ
く候近日万末世にて零落候へとも両道事のみすたれ
候はす 文字うとく候 は叶 ましく候恐々謹言

何事ニつけてもあるへかしくしと/¥と候はてはにて候御心え候へく候あなかしく
軸
侍従殿
黒田清隆書状
封筒有
(内容)
候得共子爵榊原政敬氏ノ件ニ付左ニ申上度を与フルコト不少 
其藩相応之出兵ヲ致シ戦功ニ依
儀ト兼而思望罷在候処今般詮議之程不堪希望候此段早々 奉得貴意候敬具
四月三目黒田清隆(黒田)
田中宮相殿侍史(封筒申忍田中宮内大臣殿(封筒事黒田清隆
E
[明治三三年]四月三日付田中光顕宛
通
拝啓春暖相催候処愈御清穆奉恭賀候倍唐突之至ニ同氏ハ元高田藩主ニシテ戊辰之役越後郷ニ於テ首トシテ王師ヲ迎へ一藩挙テ力ヲ勤王ニ尽シ征討ノ為便宜リ御賞典叙勲ノ栄ヲ有シ居候右ハ当時小生総督参謀トシテ同地方へ出軍実際目撃候義ニ有之候同藩 斯ク勤王ニ尽シ候ハ全ク同氏ノ大義ヲ明カニシ偶率其道ヲ得 ニ出候次第二付其功労之廉更ニ御褒賞被為在度東宮御慶事ニ付各御恩典之御沙汰モ可有之哉 奉存候聞其際同氏陛爵之御恩命有之 様仕度小生従来ノ関係上難黙止微意陳述御参考ニ供シ候尚山脈侯爵ニも当時参謀トシテ出軍事情熟知被致居 ニ付定而同侯ヨリモ申入ラレ候義可有之ト存候何卒御洞察ノ上特ニ御
必御親展
六二O
栄
雅
ムノ、 
-81-
